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育林第二研究室

(A)山 岳 奥 地 林 の 造 林 に 関 す る 研 究"

1.ス ギ 品種 の 生 長 量 調査

汰 木 達 郎 ・中 島 械 。荒 上和 利

試験地の状況、講査方法は前麓度報告の通夢負

調査 月N昭 和45隼 口 欝

結 果

樹 高(傭)灘 定 値 と 分 散分 析 結 果
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根 乖直 径(観)測 定 値 と分 散 分析 結=果

ユ
1D1≧(1.88×2×3×50.7474)i

==↑9

。・.(4)〉(2〕 ㌧(重)緊(12)し(5)㌧(5)」(11〕 ㌧(9)b(8)し(7〕K(6)し(10)

(2)〉(1'し)贈(9)」(8)L(7)」(6)」(10)

以 上(45年 測 定)の 結果か らvプ ロ"ク 間では、 前年 と同 じく樹高、根元直径 ともに、 傾

斜地 の下部 において 最 もす ぐれ、中部、上 部間には有意差 が左いo品 種間 において は、樹高、

根元直径 ともに確率0.10で 有 意差がみ られ る。樹 高につい ては、 クモ トオシが最 もす ぐれ、

ついで ヤイチ、 イワナ、 ウラセバ ル、 ナビ、 ヨシノ、 キ ジン、 モ トエ、 ヒノデとな り、ヤ イチ

ヒノデ悶には有意差 がない。最 も生長 の劣る品種は、 コガ、ヤ プクグ1}で あ り、 ウラセ

パ ルがか な り生長 して きているほ か全 く前年度 と同じ生長 を示 してい るっ

また、根元直径 にっいて も、 クモ トオシが最 もす ぐれ、ついで、ヤ イチ、 ウラセバ ルとや は

9前 年度 と同じ生長 を示 しているo



2ス ギ 品 種 の 地 域 的 特性 に 関 す る 共 伺 研 究

(第1回)汰 木 達 郎 ・中 島 誠 ・荒 上 和 利

試験地の状況、設定 月霞、供試編種、ブ糠肖ト配列は前隼度報告の通 り凸

調査方法

樹高 地上1Bem位 からの樹高をew単 位で測定

根允直径 地上1gem位 を窺騨 位で測定

クローk巾 上下、左右?方 向をon単位で測定

結 果 生長量を%で 示す。
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根 元 直 径 ㈱ 分 散 分 析 結 果
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以 上 の結果か ら、植竣 当初 は、 プ ロ"ク 間では樹高、根元直径 ともに全 く有意差 がみ られ な

い 。品種間において は、樹 高は確率0.01で クモ トオシ、アヤ スギ、 ヤ ブクグ リ、 メアサ、 ナ

ビア カ、ヤ イチ の頗であ ったが、11月lll淀 結 果 の生長量(v!o)を 分 散分析す る と、樹 高につ

い ては、 プロ,ク 間でけ有意差 な し。 品種間では確率0.01で 非 常に有意であ り・ ヤイチ・ ナ

ビア カ、ヤ ブクグ リ、 クモ トオシ、 メアサ、アヤ スギの順で伸びている。植栽当初 と比較す る

と、ヤ イチが非常にす ぐれ てい る こと、また、ア ヤ スギの生長が劣 っている ことが めだ ってい

る。根元直径においては、 品種間 にだ け確率0.05で 有 意差がみ られ る・ これ か らアヤ スギの

生長が非常に劣 ってい るが他の品種問には有意差がみ られない。

以上 のことか ら宮崎演習林での この6品 種 の植栽 当年 の生長は、ヤイチ、tビ ア カが最 もす

ぐれ、 アヤ スギが最 も劣 った品種 とい え よう。



3ス ギ 品 種 の 地 域 的 特 性 に 関 す る 共 同 研 究

(tW.2回)汰 木 達 郎 ・中 島 誠・荒 上 和 利

場 所17林 班、昭和42年 度伐採の広葉樹林跡地・標高約a・050皿 ・方位は真北に

面し、傾斜は約18度 である。

設定朋 昭和4轡 ㌔cDB ・-F

供 試 品 種 ク モ トナ ヴ、 ヤ イ チ 、 ナ ビ マ カ、 ヤ ブ ク グ11、7,ヤ ス 賊 メ7サ

試 験 地 の プ ロ 噌 ト配 列 法 下 表 の 通 り 。

4森 林 の 微 気 象 に 関 す る 研 究

汰 木 達 郎

41年 度よりおこな っている微気象観測のうち、積算照度計(東 洋理化工業製)に よる測定

の一部を示す。



1968.5.水 平 面 日 射 量

一般 に林 内の光状態 を表す のに用い られ る照度は、 可視光練 の瞬周的な強度 しか示 さ左いの

で、 この欠点 をお ぎな う意味 よ り一一定時ら1内の 日射量 を紫外、 可視、赤外部にわけて測定 した。

こ こに示 した のは、晴天 の日の測定結果であろが、 日射 に対す る樹冠 の勧 らきは あきらか で あ

り、 と くに粗成的にみて、林地に到達す る 日射は紫外 部、 可祝部が少な く、逆に赤 外部の 占め

る割合が 多 く左 ってい るのが特徴的てあろ。 このことを落葉 広葉揖林についてみてみ ると、 落

華期(ろ 月)の 場合、可視部の 占める割合 は裸地 に ぐらべて、それ ほ ど低下 していないが、着

葉期 には 可視部 と紫外部が減 少 し赤外 部の割合が 多 くな ってい る。 この ことは、 樹葉に よって

紫外部、可視部が よく吸収 され ることを示 してい る。

たお 、41年 度 より観 測 してい る林 内の気温、地温、湿度につい ては、そ の一 部を 日林九支

講集第22号 に発表 してい る。

5広 葉 樹 の 肥 大 生 長 に つ い て の 研 究

汰 木 達 郎 ・荒 上 和 利

一般に広葉樹の年輪は不明瞭であり、確実な樹令を決定す ることが困難である。この解決の

一方法 としてこの調査を行なう。

方 法 広藁樹12種(各5本)に ついて、胸高位に誇ける円周を毎 月末に測定。



調査樹種A9ヌ シデ・Bケ ヤ 虫・Cセ ンノ・b・Dミ ズメ・Eブ+・Fミ ズbvGヤ マ ザ

ク5、Hカ エデ、1シPtミ 、Jミ ズナ ラ、Kヒ メシvラ

場 所 ・'宮崎地方演瞥林、i7林 班

結 果 昭和43隼4月 か ら昭和44年4月 まで の1力 年の肥大 生長 を下表 に示す 。

(各 樹 種とも5本 の平均値㎝)

月 々 の 生 長 状 態1「歪グ ラ フ に 示 す 通 り。

(1年 間 生 長 景 に 対 す る 目'吐 長 警 をUloで 示 す)

鍛 ヒの こ と か ら 、 ブ ナ 、 セ ン ノキ 、 ミ ズ ナ ラ の 生 長 が 最 もす ぐれ ・て お・り、 シ キ ミが 最 も 生 長

丁ゲ 劣 る ご と カζナ)カ・る 。

凌 た 、 月 別 に み る と 、11棋rの ほ と ん ど が5～8月 に 生 長 を し て い る。 しか し、 セ ン ノキ 、

ヤ マ ザ ク ラ 、 ミ ズ ・+ラ の 一 裁 に12月 の 寒 波 匠 よ り一1浅 収 鋭昔す う も の も う る よ う で あ る 。

月間肥 大 生 長(5本 平均)
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6モ ミ 、 ツ ガ 天 然 更 新 試 験

汰 木 達 郎 ・中 島 誠 ・荒 上 和 利

疎 密度をがえた 羊 ミ、 ツ ガ天然更新試験地内におけるモ ミ、 ツ ガの生長、 および発芽状態 の

解 察を 目的 と して行 な う。

場 所 宮崎地方演 習林,36林 班

試験 方法 現在 までのと ころ本試験地1t277ha内 の 広葉樹全 てを排除 した状態 であるが、

この林 内に論いて庇陰度 の異な る数ケ所に5>ぐ5mの プ ロ。。トを設 置し、 モ ミ、

ッガの生長状態於 よび発芽状態 を観察す る予定 である。
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